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1.はじめに 
BESTは行政ツールとしても使用されることが想定され

てる。本報では、BEST-Pにて PAL(EDD法)と同条件にて

計算した結果の比較を示す。また、PAL(EDD法)の元とな

る HASP(本報では NewHASPを使用)と BEST-Pの計算結果

の比較についても示す。 

2.計算概要 
2.1.計算プログラム 
計算に使用したプログラムは表1の通りである。 

2.2.計算モデル 
図 1に示す計算対象ゾーン(外壁+窓面積=89㎡、床面

積98㎡)について計算を行った。BEST-PとPAL(EDD法)･

NewHASPの比較を行う際の、標準計算条件と計算バリエ

ーションを表 2、3に示す。なお、標準条件の設定に当

たっては、PAL(EDD法)に準拠した。 

3.計算結果の比較 
3.1.BEST-Pと PAL(EDD法)の計算結果比較 
図2(a)(b)にBEST-PとPALの計算結果の比較を示す。

図 2(a)は窓種類毎に、図 2(b)は方位毎にプロット記号

を識別している。全般的にばらつきはあるものの、計算

結果は概ね一致している。窓種類による顕著な傾向は見

られないが、北･南方位において、差が大きい傾向があ

る。 

 

表3.計算バリエーション 

項目 計算バリエーション 

ガラス 透明単板ガラス 

熱吸ﾌﾞﾛﾝｽﾞ(濃色) 

高性能熱反ﾌﾞﾙｰ系(TS40) 

透明複層ガラス 

Low-Eｸﾞﾘｰﾝ銀 2層+透明 

AFW(ｴｱﾌﾛｰｳｨﾝﾄﾞ、窓通気量：20㍑/sec･㎡) 

※ガラス厚6㎜、中空層6㎜ 

窓面積率 70％、50％、30％ 

断熱 50mm、25mm、0mm 

方位 8方位(全ての方位について全ケース計算) 

※下線は標準ケースを示す。 

 

表1.プログラム 

プログラム バージョン 

BEST-P Ver.0.2.7a 

NewHASP/ACLD Ver.20060405 

表2.標準計算条件(BEST-P･NewHASP/ACLD) 

気象 標準気象データ(東京) 

特別日：1/2、1/3、12/31 

地物反射率：10％ 

階高･天井高 3.6m･2.6m 

ガラス種類 透明複層ガラス 

ｶﾞﾗｽ厚 6mm、空気層厚さ6mm 

外部日除け なし 

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ種類 中間色ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ 

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ開閉 常時閉 

壁体材料 外壁：吹付け硬質ｳﾚﾀﾝ(ﾌﾛﾝ発泡)25mm、普通ｺﾝｸﾘ

ｰﾄ 150mm、ﾓﾙﾀﾙ 20mm、ﾀｲﾙ8mm 

床(天井)：ｶｰﾍﾟｯﾄ類 6mm、普通ｺﾝｸﾘｰﾄ 22mm、非

密閉空気層、普通ｺﾝｸﾘｰﾄ 150mm、非密閉空気層、

石こう板･ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ 9mm、石綿吸音板12mm 

家具 15J/lit･K(顕熱)、15J/lit･K(潜熱) 

侵入外気 なし 

ゾーン間換気 なし 

内部発熱 照明：20W/㎡、人体：0.2人/㎡ 

ｽｹｼﾞｭｰﾙは文献1)による。 

空調時間 8時～18時 

空調条件 22～26℃、40～60％ 

外気取入：4CMH/㎡(8～9時は外気ｶｯﾄ) 

計算時間間隔 BEST-P 空調時:5分、非空調時:60分 

NewHASP 60分 

 

図1.計算対象ゾーン 
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3.2.BEST-Pと NewHASPの計算結果比較 
図3(a)(b)にBEST-PとNewHASPの計算結果の比較を示

す。全体的に計算結果が一致しているといえる。ただし

AFWの計算結果に若干の差が見られる。 
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4.まとめ 
BEST-Pと PAL(EDD法)、NewHASPの計算結果比較を示

した。BEST-Pと PAL(EDD法)の結果は概ね一致してお

り、BEST-Pと NewHASPの結果はほぼ一致していることを

示した。 
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図2(b)．BEST－PとPAL(EDD法)の計算結果比較(方位毎) 図3(b)．BEST－PとNewHASPの計算結果比較(方位毎) 

図2(a)．BEST－PとPAL(EDD法)の計算結果比較(窓種別毎) 
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図3(a)．BEST－PとNewHASPの計算結果比較(窓種別毎) 
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